
膜でみなさんのチカラに
「あ、これ見たことある」。実はこれらの建物の屋根は「膜」でできており、
手がけているのは淀川区の企業、太陽工業株式会社さん！淀川区役所と
太陽工業さんは、協力して地域の課題に取組むために包括連携協定を
結んでおり、その「膜」のチカラで地域のみなさんのお役に立ちます！

創業者の名前にちなみ、「能村テント商会」として1922年に創業し、戦後「太陽工業」に
社名変更。戦後の厳しい状況下での再スタートだったことから、どんな時でも必ず昇る、
世の中の最大のエネルギーの源である「太陽」を社名に取り入れています。１９７０年に
開催された大阪万博で、アメリカ館の設計をしたのをきっかけに、「テント屋」から「膜屋」
として、1枚の布にどんな機能性を持たせられるかを模索し始めました。今では世界の
あらゆるところで、建築だけでなく、土木資材や物流事業も手がけています。

太陽工業ってどんな会社？

海上の埋め立て工事の際、海中に汚濁物質が拡散するのを防止するスクリーン。
海底近くまで下りる、カーテンのような構造です。開発当時は、まだ世の中が
貧しい時代。そのため、大きな海流である「黒潮」の流れをコントロールし、食
糧難を改善出来たら、と考えたのがスタート。結局、潮の流れを変えることは
叶いませんでしたが、この時に培った技術は今も活かされています。

世界で初めて「海中膜」を開発！それってどんなもの？

のうむら

まくや

社屋はこんなところ！この社屋は主にミー
ティングに使われます。屋根は光をよく通す
膜でできているため、室内は照明なしでもと
ても明るく、打合せもはかどります！

ユニバーサルシティ駅

関西国際空港

淡路公園ふわふわドーム

城崎マリンワールドモーゼス・マヒダ・スタジアム あべのキューズモールOsaka Metro 新大阪駅

東京ドーム

本社は淀川区木川東！
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